
 

② 施策のスケジュールについて（続き）および教育について 

組 合 会 社 

横浜駅や関内駅北行など、駅社員による乗降終了表示が行わ

れている箇所でのワンマン化後の対応の考え方は？ 

ワンマン化にあたり、必要性は検証していく。多客やイベント

時に臨時で行っているものについても検討していく。 

ATO の導入が「安定輸送確保のため」とされているのは、 

どのような理由か？ 

ＡＴＯによりシステムに則って走行し、一定の運転ができる。

省エネなどの効果がある。 

相互運用として、運転士から車掌への運用が職場で行われて

いる。今後も相互運用を進めていくのか、考えを示されたい。 

今後の調整となるが、検討項目の一つである。 

ワンマン運転とツーマン運転の境界駅で交代について、どの

ように考えているか。 

３支社で検討している。乗る時に車掌を認識しないまま閉扉す

ることが懸念である。 

③ 施策に伴う異動について 

組 合 会 社 

現在車掌として勤務する社員について、ワンマン施策が増え

る中でどのような人事運用を想定しているのか。 

幅広いフィールドの中で活躍してもらいたいという思いは変わ

らない。 

一部の運転士経験者が車掌として運用されているが、希望す

る社員は運転士として担務変更する考えはあるのか。 

個人の希望だけでなく会社の思いもある。総合的に検討してい

く。 

異動となる車掌の人数規模は、内勤者を入れてどのくらいか。 桜木町統括センターの乗務ユニットでは約 100 名である。 

桜木町統括センターには車掌は残らないのか。 臨時列車の担当も含め、現段階では考えていない。異動の対象。 

施策に伴う異動で出向はあり得るのか。 制約は考えていない。 

他区所の玉突き異動は発生するのか。 ゼロではない。 

④ システム構成およびワンマン運転に関する取扱いについて 

組 合 会 社 

南武線ワンマン運転で現れた様々な課題を、京浜東北・根岸

線のワンマン運転開始までにフィードバックできるのか。 

必要な対策は生かしていく。 

車両機器や地上設備については、南武線や横浜線で導入した

ものと同じシステムを導入するのか？ 

乗降モニタは横浜線と同じタイプ（田の字）を導入する。地上

側も同様のシステムとなる。 

車いす対応における駅から運転士への連絡方法について、 

南武線と同様にバディコムの使用を検討しているのか。 

導入したい思いはある。今後、タブレット端末の変更もあるの

で、検討していく。 

車イスの乗車位置や、目の不自由なお客さまの対応について

の変更はあるのか。 

現行と変わりはない。予約が必要であれば駅に連絡をしていた

だく。 

指令から新幹線の接続依頼等を受けた場合の対応について、

これも現場と調整していくということか。 

南武線でも事前情報があれば対応している。調整を図る。 

入区車両の車内貫通作業について、ワンマン運転開始後はど

のように考えているのか。 

駅にも意見を聞きながら検討をしていく。動線などが変わって

いくことはあると思う。 

ワンマン運転開始後の停止位置修正についての考えはどう

か。南武線と同様の取り扱いを考えているのか。 

軽微なものはホームで表示された範囲内で修正ができると考え

ている。これまでのワンマン運転の場合と同様である。 

非連動運転時の取扱いについての考え方は変わるのか？ 南武線などと同じ考えであり、回送扱いが基本である。 

線区の特情として並行線区が多い中で、人身事故対応等で列

車を離れている時に万が一Ｄコックを切られた場合の対策は

考えているのか。 

D コックが切られないようにする必要がある。指令からの放送

機能も活用していく。切られた場合も安全を考えて決められた

手順を守っていく。 

ワンマン運転時の津波や自然災害発生時、防犯対応について

の考え方を示されたい。 

会社としても防災のマニュアルを制定している。防犯に関して

は、客室の画像を見られるような技術の進展も期待される。 

施策に対する詰所の整備や変更が計画されたものはあるか？ 現時点ではない。 
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